
 

 

 

2022年3月3日 
東京電力エナジーパートナー株式会社 

一般財団法人電力中央研究所 
 

TEPCO 経営サポート第三弾「スマートメーターレポート」を開始 
～電中研開発の「需要推定アルゴリズム」を活用した省エネアドバイスを通じて 

お客さまのカーボンニュートラルに寄与～ 
 
 東京電力エナジーパートナー株式会社（以下、東電 EP）は、新型コロナウイルス   
感染症による人の移動や活動の制限などにより、売上の低迷や感染防止の負担、仕入
れ価格の上昇、人手不足などで大きな影響を受けている経営者・事業者の皆さまのお
困りごとに寄り添い、解決するためのサービスを展開しております。（2021年8月12
日・11月15日お知らせ済み） 
本日、東電EPは、「TEPCO 経営サポート」の第三弾として、一般財団法人電力中央

研究所（以下、電中研）の知見を活用し、小規模企業者※1 の方々へ省エネルギーアド
バイスを通じた、カーボンニュートラルに資するサービスとして、「スマートメーター
レポート」をリリースいたしました。 
 
 スマートメーターレポートは、お客さまの事業所に設置されているスマートメータ
ーから取得された 30 分ごとの電気使用量データを活用し、電気の使用状況の詳細を 
見える化いたします。また、電気の使用量と気温を一目で確認できることにより、電気
の使用量を左右する気温との相関を把握いただけます。 
 スマートメーターレポートは、電中研が開発した「需要推定アルゴリズム」※2 を  
活用することにより、事業所・店舗で多くの電気を使用する空調設備等の使用割合や、
通常と異なる電気の使用状況等を可視化するなど、お客さまに合わせた省エネルギー
のアドバイスが可能になりました。 
 
東電EP は、関東を中心とした 1 都 8 県※3の飲食店や小売店舗、病院、宿泊施設、 

理美容などで東電 EP の電気をご使用いただいている経営者や事業者さまに対して、 
お客さまに合わせた省エネルギーのアドバイスをご提供させていただきます。 
また、年内には、スマートメーターデータを用いたBルート※4活用サービスを展開

し、スマートフォンアプリによる電気の見える化や省エネコンサルなど、当社の強み
を活かしたサービスを充実させ、お客さまの省エネルギーに貢献することで、お客さ
まと一緒にカーボンニュートラル社会の実現に向けて取り組んでまいります。 
 
東電EPは、今後もTEPCO 経営サポートを通じて、経営者・事業者の皆さまにご活

用いただける新たな商品・サービスの拡充を図ってまいります。また、これまでの  
電気・ガス販売事業に留まることなく、お客さまにとっての新たな付加価値をご提案
し、結びつきをより一層強化していくことで、地域に根差した頼れるパートナーと  
してお選びいただける企業を目指してまいります。 
 
 電中研は、カーボンニュートラル社会の実現に向けたエネルギーの新しい利用の 
あり方に関わる研究を今後も推進し、得られた知見を社会実装することで電気事業や
社会の発展に貢献してまいります。 

以 上 



 

 

 

 

※1 小規模企業者：中小企業基本法第2条第5項の規定に基づいて、卸売業、サー 
ビス業、小売業は常時雇用する従業員数5人以下、その他業種は20人以下の事
業者をいう 

※2 需要推定アルゴリズム：以下のアルゴリズムを活用（別紙2参照） 
1.稼働日推定ロジック 2.簡易用途分解ロジック 3.フォルト検知機能 

※3 1都8県：栃木県、群馬県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山 
梨県、静岡県の富士川以東 

※4 Bルート：スマートメーターで計測したデータを建物内の機器へ送る通信経路 
 
 
別紙1：「TEPCO 経営サポート」の概要 
別紙2：「スマートメーターレポート」の概要 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関する経営者・事業者の皆さまからのお問い合わせ】 
東京電力エナジーパートナー株式会社 

商品開発室 開発企画第四グループ omise.assist@tepco.co.jp 

【本件に関する報道関係の皆さまからのお問い合わせ】 
東京電力エナジーパートナー株式会社 
広報企画グループ 050-3116-3147 



別紙 1 

「TEPCO 経営サポート」の概要 

 

「TEPCO 経営サポート」は、飲食店をはじめ小売店舗や診療所、工場等を営む経営者・     

事業者の皆さまが抱える経営に関するさまざまなお困りごとやお悩みに寄り添いサポート 

するためのサービスです。本取組みを通じて新たな付加価値をご提案することで、経営者・ 

事業者の皆さまとの結びつきをより一層強化し、電気・ガスの販売地域に根差した頼れる   

パートナーとしてお選びいただける企業を目指したいと考えています。 

具体的には、多くの経営者・事業者の皆さまのニーズである、集客（売上向上）、コスト     

削減、省エネルギー等への取組みをお手伝いする各種商品・サービスを、当社をはじめ提携 

企業の皆さまとともにご提供いたします。 

 

 

具体的なサービス 

 

第一弾：飲食店集客支援サービス「グルメ TEPCO」 

地域に愛される飲食店の魅力を紹介し、グルメ好きな皆さまと飲食店をつ

なぐ Web コンテンツです。飲食店のイチ推しメニューを独自の切り口で

紹介することで、グルメ好きな皆さまに楽しんでいただくとともに、飲食

店の来客数増加や認知度向上を図ります。 

 

 

第二弾：提携先紹介サービス 

経営者・事業者の皆さまが、キャッシュレス決済対応に必要なタブレット

型 POS レジサービスや、昨今、飲食店での利用ニーズが高まりを見せる

配達代行（デリバリー）サービス等に関わる各種商品・サービスを、当社

の提携企業を通じてお得な特典とともにご利用いただくことができる法

人のお客さま向け優待サービスです。 

 

 

第三弾：スマートメーターレポート 

事業所・店舗等の電気使用データを分析し、電気を無駄なく効率的にお使

いいただくためのレポートを小規模事業者さま向けに作成・お届けし、  

省エネルギーな経営の実現に向けてサポートいたします。 

 

以 上 

本日開始 

2021 年 8 月 12 日お知らせ済み 

2021 年 11 月 15 日お知らせ済み 



3 ．通常よりも電気使用量が多い日時の推定（フォルト検知）

・１日の電気使用量の推移を点数化し、稼働日・非稼働日を判定。
・当月の最大使用量と各時間帯の使用量との比較によって稼働状況を推定。

⇒ 事業所や店舗等の営業時間・営業時間外の電気使用状況を可視化することができ、
日々の電気の使い方を把握することが可能。

1 ．事業所・店舗の稼働状況推定（稼働日推定ロジック）

2 ．空調・照明需要推定（簡易用途分解ロジック）

「スマートメーターレポート」の概要

・空調については、当月の最低使用量（稼働日・非稼働日）を把握し、稼働日・非稼働日、
それぞれの最少使用量をベースに上回った分を冷暖房として算出。

・照明については、経済産業省の公開資料に基づく業種別の照明使用割合を用いて、
最低使用量から按分して推定。
⇒ 事業所や店舗等で消費電力が多い空調等の使用割合を把握することができ、電気の効率的な

使い方や設備買い替え時等の参考として貢献。

・ 当月の各時間帯ごとの平均使用量を算出し、平均使用量を超える時間帯を検知。
⇒ 空調設備、照明等の消し忘れや普段と違う電気の使い方（急激な気温の変化による冷暖房機

器の追加など）を把握することが可能。

一般財団法人電力中央研究所の需要推定アルゴリズムを活用することで、
お客さまに合わせた省エネルギーのアドバイスをご提供させていただきます。

別紙2



■「スマートメーターレポート」イメージ（表面）
3.通常よりも電気使用量が多い日時の推定



1.事業所・店舗の稼働状況推定 2.空調・照明需要推定
■「スマートメーターレポート」イメージ（中面）
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